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小
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郎
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院

議

長

河

野

洋

平

殿

衆
議
院
議
員
若
井
康
彦
君
提
出
小
児
救
急
医
療
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。

平
成
十
六
年
八
月
十
一
日
受
領

答

弁

第

五

九

号



衆
議
院
議
員
若
井
康
彦
君
提
出
小
児
救
急
医
療
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

小
児
科
医
が
常
駐
す
る
一
次
救
急
医
療
機
関
（
主
と
し
て
地
域
の
外
来
医
療
を
担
う
医
療
機
関
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）

の
数
に
つ
い
て
は
、
厚
生
労
働
省
と
し
て
把
握
し
て
い
な
い
が
、
平
成
十
五
年
九
月
一
日
現
在
に
お
け
る
各
都
道
府
県
別
の

小
児
患
者
の
二
十
四
時
間
受
入
れ
可
能
な
二
次
救
急
医
療
機
関
（
入
院
治
療
を
必
要
と
す
る
重
症
救
急
患
者
に
対
応
す
る
医

療
機
関
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
及
び
三
次
救
急
医
療
機
関
（
生
命
に
危
険
の
あ
る
重
篤
患
者
を
受
け
入
れ
る
医
療
機
関
を

い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
数
は
、
別
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

小
児
救
急
医
療
に
つ
い
て
は
、
我
が
国
に
お
い
て
少
子
化
が
進
行
す
る
中
で
、
そ
の
体
制
の
整
備
が
急
務
と
な
っ
て
お
り
、

地
域
ご
と
の
実
情
に
応
じ
た
機
能
分
化
と
連
携
に
配
慮
し
た
体
制
の
整
備
を
図
る
と
の
方
針
の
下
、
二
次
医
療
圏
（
医
療
法

（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
五
号
）
第
三
十
条
の
三
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
主
と
し
て
病
院
の
病
床
の
整
備
を
図
る

べ
き
地
域
的
単
位
と
し
て
区
分
す
る
区
域
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
で
当
番
制
に
よ
り
小
児
救
急
対
応
が
可
能
な
病
院
を
確

保
す
る
小
児
救
急
医
療
支
援
事
業
の
実
施
や
、
二
次
医
療
圏
で
の
体
制
の
構
築
が
困
難
な
地
域
に
お
い
て
、
複
数
の
二
次
医

療
圏
ご
と
に
小
児
救
急
患
者
を
受
け
入
れ
る
小
児
救
急
医
療
拠
点
病
院
の
整
備
に
よ
り
、
全
国
的
な
体
制
の
整
備
に
取
り
組

一



ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
と
も
そ
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
。

二
に
つ
い
て

小
児
の
急
病
も
含
む
地
域
の
医
療
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
は
地
域
に
密
着
し
た
第
一
線
の
機
関
で
あ
る
か
か
り
つ
け
医
に
よ

っ
て
包
括
的
な
対
応
が
図
ら
れ
る
こ
と
は
適
当
な
こ
と
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
が
、
小
児
科
医
で
な
い
医
師
が
小
児
の
急
病

を
診
察
す
る
場
合
が
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
体
制
の
整
備
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
た
め
厚
生
労

働
省
に
お
い
て
は
、
地
域
の
内
科
医
等
を
対
象
と
し
た
小
児
救
急
に
関
す
る
医
師
研
修
事
業
の
実
施
、
小
児
救
急
患
者
の
病

理
画
像
等
を
小
児
科
専
門
医
の
所
在
す
る
医
療
機
関
に
伝
送
し
、診
療
支
援
を
受
け
る
遠
隔
医
療
シ
ス
テ
ム
の
導
入
の
支
援
、

小
児
科
医
と
小
児
科
医
以
外
の
医
師
が
共
同
作
成
し
た
小
児
初
期
救
急
診
療
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
小
児
科
医
以
外
の
医
師
に
対

し
て
普
及
さ
せ
、
そ
の
活
用
を
図
る
こ
と
等
に
よ
り
、
地
域
の
小
児
救
急
医
療
体
制
の
充
実
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

三
に
つ
い
て

医
療
保
険
制
度
に
お
い
て
は
、
小
児
医
療
の
診
療
報
酬
上
の
評
価
の
充
実
に
努
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
平
成
十
六
年

度
の
診
療
報
酬
改
定
に
お
い
て
は
、
小
児
入
院
医
療
管
理
料
の
算
定
要
件
の
緩
和
及
び
新
生
児
入
院
医
療
管
理
加
算
の
加
算

ぼ
う

点
数
の
引
上
げ
、
小
児
科
を
標
榜
す
る
保
険
医
療
機
関
が
夜
間
、
休
日
又
は
深
夜
に
六
歳
未
満
の
乳
幼
児
に
対
し
て
診
療
を

二



行
っ
た
場
合
の
点
数
の
加
算
の
算
定
要
件
の
緩
和
及
び
保
険
医
療
機
関
が
夜
間
、
休
日
又
は
深
夜
に
六
歳
未
満
の
乳
幼
児
に

対
し
て
診
療
を
行
っ
た
場
合
の
加
算
点
数
の
引
上
げ
並
び
に
地
域
連
携
小
児
夜
間
・
休
日
診
療
料
の
算
定
要
件
の
緩
和
を
行

っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
小
児
救
急
医
療
体
制
の
整
備
を
図
る
た
め
、
一
に
つ
い
て
で
述
べ
た
小
児
救
急
医
療
支
援
事

業
を
実
施
す
る
病
院
や
小
児
救
急
医
療
拠
点
病
院
等
に
対
し
て
補
助
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
後
と
も
、
小
児
医

療
に
対
す
る
診
療
報
酬
上
の
適
正
な
評
価
や
小
児
救
急
医
療
体
制
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

三



四



五



六


